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日本アイ・ビー・エム大和研究所における省エネルギーシステムの概要
SaveEnergySysteminlBMJapanYamatoLaboratory

1．建築概要

建築名 称日本アイ・ビー・エム大和研究所

用途事務所（研究所）

所在地神奈川県大和市下鶴間1623-14

工期1983年12月1日～1985年7月15日

建築主東和興産㈱

建築 主・企画日本アイ・ビー・エム

設計監理㈱竹中工務店

テナントエ事設計監理及びコンサルタント

㈱日本設計

施工㈱竹中工務店

敷地面積48,841.06'Yf

懲篭蕊灘灘蕊灘蕊
讃

篭

蕊鍵驚篭蕊蕊灘

写 1外観

＊㈱竹中工務店東京本店設計部設備課チーフプランナー

〒104東京都中央区銀座8－21－1

建築面積

延床面積

規模

構造

内田孝＊

TakaShiUchida

7,752.60㎡

45,952.46㎡

地下1階地上7階塔屋2階

鉄骨鉄筋コンクリート造

2．設計主旨

日本アイ・ビー・エム大和研究所は，ソフトウエア

分野の多様化に対応し，製品開発効率を高めることに

力を入れてきた同社の日本・東南アジアにおける頭脳

拠点である．そして,IBMのポリシーである"Good

DesignisGoodBuiseness."を具体化したクオリ

ティビルとして位置づけられている．当建物に要求さ

れた機能及び性能は，1人1台の端末器・最新のOA

機器・コンピュータ室・各種実験設備等であり，従来

のオフィスビルにない要素が数多く存在し，多大なエ

ネルギー消費が設計当初から予想された．設計に際し

ては，このような特性に加え，オフィス環境等のアメ

ニティや研究所としてのフレキシビリティについても

十分な配慮をし，採用すべき省エネルギーシステムを

決定した．図-3に省エネルギー計画とその成果のまと

めを示す．以下に省エネルギー計画の主なものについ

て概要を説明する．

3．省エネルギー計画

3．1建築計画

当建物は,ソフトウエアの研究所という性格上，研

究者が創造性を十分に発揮できる環境づくりを目標と

しており，オフィス環境の快適性が今まで以上に求め

られている．人間にとっての快適性は人間の五感に訴

える要素一光・色・音等一の総合評価で決められるが，

それらにインパクトを与えるものとして，自然の光・

景観をいかに内部環境に取り込むかが重要である．省

エネルギー手法として，窓面積を小さくする傾向があ

るが，当建物では，以下に述べる手法を採用し，省エ

ネルギーを達成しつつ，外光を積極的に取り入れるこ
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図－1基準階平面図
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図－2断面図

とを可能としている．

(1)H型プランの採用（図-1参照）

3～6FにH型プランを採用，採光を南北面から

とれるようにし，東西面の窓を必要最小限とした．

熱負荷の比較を図-4に示す．

(2)二重サッシュの採用

サッシュは，熱線吸収ガラス（外側)＋普通ガラ

ス（内側）のブラインド内蔵二重サッシュとした．

(3)窓に庇の採用

窓に庇を設け，南面からの日射負荷の低減をはか

った．（図-5参照）

3．2熱源計画

当建物のようなエネルギー多消費型の建物の常とし

て，冬期にも多大の冷房負荷が存在する．熱源の構成

－ 5 6 －
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■建物の特徴

エネルギー消費鐙

が極めて大きい
／ 目
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■設計基本方針

〈条件一ス〉〈：受計ｺﾝｾﾌ゚ﾄ〉 具体的方策

■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

o搬送動力の

3鱈 である二システムの‘率化 ロ各種の多様な省エネルギー運転制御ソフトウェア

4快適である二O快適環境の追求 □H型プランによる外光の導入ロ制御の細分化(VAV､ファンコイル）

ロタスク＆アンビエント照明の採用OVDT作業琿境の改善

一－

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■省エネルギーの成果

省エネルギー手法を

実績導入しなかった場合
「丙訳1

冷凍機能力
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実綴省エネルギー手法を
導入しなかった場合

図－3建物の特徴・設計基本方針・省エネルギーの成果
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当建物

全国平均
（88年）

L－塑迩型四m2－」全鬮簿

01．01.6(台/人）

1特殊エリア(コンピュータ室．

実験室)の占める割合が大きい
2オフィスは1人1台以上の

端末器が設けられている

オフィス､他

(39％）

特殊エリア

(31％）

鹿下機械室他

(30％）

1効率がよいこと o高い機器効率 ﾛ冷凍機の最適台数分割と高効率運転
ﾛ排熱回収による暖房・給湯

pH型プランの採用ロ外壁に白色系タイルの採用

ロー重 サ ッ シ ュ の 採 用 ロ 窓 に 庇 を 設 置

ロ東西面窓面積を最小限にロ断熱の強化

ロ 全 熱交換機の採用ロ電算室に顕熱クーラーを採用

ロウオーミングアップ時外気取入中止口取入外気量のCO2制御

ロインバータ制御によるVAVの採用ロ超低速ダクトの採用

ロ空鯛機コイル面速の低下ロ高効率エアフォイルファンの採用

ロインバータ制御によるVWVの採用ロペリメータ空調にファンコイルを採用

ロ冷却塔ファンの容量制御口外気冷房の採用

口冷却水冷房の採用ロ井水の利用

5信頼性のあること oシステムの信頼性の向上 ロ熱源・ポンプの分割設置

ﾛ光ファイバーケーブルによる中央監視の信号伝達

6フレキシビリティの
ある二と o用途変更に対応可能 ロ多目的サブシャフトの設置

口実験室系統の発熱処理にファンコイルを採用
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kcal/H負荷矩型型プランの外壁負荷のピーク
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図－5南面庇の断面図
この部分の窓を西面もしくは東面にふりわける

八
R-3300RT省エネ型ガス吸収式冷温水機

R-4200RT熱回収型ターボ冷凍機

R-5100RTチラー（給湯熱回収用）

さらに，冷却塔の一部に密閉式を採用，冬期はこれ

を用いて冷却水冷房を行い，省エネルギーをはかって

いる．図-6に熱源の系統図，図-7に熱回収の実績，図－

8に冷却水冷房の実績を示す．

熱源の制御であるが，図-9に示す発停パターンに基

づき，中央監視システムからCPUにより制御してい

る．これにより，熱負荷に応じで高効率な熱源制御が

可能となっている．

H～H型プランを採用した場合。

S～矩型プランを採用した場合。
ただし、トータルの窓面積はH型

プランと同じとする。

＄＝

図-4H型プランの熱負荷分析

においては，この冷房排熱をいかに利用するかを重視

し，以下のような構成とした．

R-1900RT省エネ型ターボ冷凍機

（タンデム型450RT×2で構成）

R-2500RT省エネ型ターボ冷凍機．

水冷コンピュータ用
冷凍機

図－6熱源システム系統図

－58－
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冷凍能力

Mcal/日

40.000

×1000

Mcal/シーズン加熱負荷250,000
＋

給湯負荷
McaI/月

2,000

200,000 30,000

20,000 1,000
15,0000

10,000

100,000

0

88.1.388．3．3冬季の
まとめ

図－8冷却水冷房の実績50,000

繊蕊
の採用や空調機コイル面速を押さえる方策の採用で，

ファン動力を年間約1,300,000Kwh削減することがで

きた．また，熱源計画の項で述べた年間を通じた冷房

負荷に対応するため，外気冷房を積極的に導入，中間

期。冬期に効果をあげている．外気冷房によりまかな

われた冷房負荷は年間約869,000Mcalにのぼる．

3．4照明計画（タスク＆アンビエント照明の実施）

建物におけるエネルギー消費の中で空調関係につい

で多い要素が照明である．端末器を多数使用するオフィ

スにおいては，端末器画面に照明器具が映り込み，作

業性が低下するので，一般に照明器具にOA用ルーバー

を取りつけることが多い．しかし，エネルギーという

点からみれば，以下のような問題がある．

(1)ルーバーを取り付けると，照明器具の効率が低

下し，同じ照度を確保するのに灯数が勵pする．

(2)ルーバーを取り付けると，室内の雰囲気が暗く

なるので，これを改善するために，アッパーラ

図－7排熱回収の実績

3．3空調計画

空調方式は以下のとおりである．

事務室ペリメータファンコイル(2管式）

インテリア空調機十単一ダクト

(VAV*,全熱交換機採用）

実験室空調機十単一ダクト(VAV),発熱処

理にファンコイル併用

電算室空調機十単一ダクト(CAV寧寧),発熱処

理にダウンブロー空調機併用

*VAV可変風量方式の空調システム

**CAV定風量方式の空調システム

設計に際し，配慮した点は，搬送動力の低減であり，

特にダクト系においては,VAVによるファン動力低

減の他に，超低速ダクト・高効率エアフォイルファン
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図－9熱収支と運転パターン
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したがって，従来のオフィスよりも照明に要するエ

ネルギーが著しく増加することが予測されたが，以下

のような対策により，照明に必要とされるエネルギー

の増加を最小限とし，かつ良好な作業環境を確保した．

(図-10,写2）

(1)数々の実験を行い,OAルーバーの遮光角を一般

に用いられている30.から15°に変更した．ルーバー

面の仕様もクラスI(輝度50cd/㎡以下）から，

イトやウォールウォッシャー等の環境照明が必

要となり，ますます照明の消費電力が増す．

(3)当建物やインテリジェントビルに代表されるよ

うなOA対応のオフィスは，ローパーティショ

ンで囲われたオフィスが多く，天井照明がロー

パーティションでさえぎられ，机上面照度が不

足するため，タスクライトで補うことが必要と

なる．

－ 6 0 －
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クラスⅡ(輝度200cd/㎡以下）とした．これに

より，一般のオフィスとほぼ同じ照明器具灯数で

平均照度4701xを確保した．端末器画面への照明

器具の映り込みは，作業に支障のない程度である．

(2)タスクライトとアッパーライトと兼用することに

より，アッパーライトとしての照明器具の増加を

おさえた．

3．5中央監視システム

中央監視システムの一貫として，省エネルギーを目

的とした数々のソフトウエアを導入した．以下にそれ

を示す．

(1)熱源機器の群管理

(2)熱源・空調機関係の設定変更

(3)ペリメータファンコイルの台数制御

日射の有無・外気温等からファンコイルの発停

をゾーン単位で制御する．

(4)ウォーミングアップ制御

ウォーミングアップに必要な時間を最小になる

よう制御，学習機能も持つ．

(5)プレクーリング制御

夏期，夜間外気温が室内条件より低い場合，空

調機を運転し，外気冷房をおこなう，これによ

り，ウォーミングアップ時間の短縮をはかる．

(6)コンピュータ室用ダウンブロー空調機台数制御

コンピュータ室の発熱状況に応じて，ダウンブ

ロー空調機の運転台数を制御する．

(7)PMS(PowerManagementService)

換気系統のファン類や空調機を，1時間のうち

数分間停止させる．

(8)ペリメータ照明の発停

日射に応じて，窓側照明を発停させる．

(9)オフィス照明の夜間一斉消灯

これらは，建物の運用等を考慮し，適時実施されて

いる．

565

4．施工

施工においては，ユニット化・工業化を積極的に推

進，あわせて日本ではじめてのコンクリート打設ロボッ

ト｢水平デイストリビュータ」を開発，全面的に採用

した．このような対応により，省エネルギーをはじめ

様々な機能が組み込まれている当建物の施工において

高い品質を確保することができた．また，タスク＆ア

ンビエント照明等初めて採用するようなシステムにお

いては，モックアーツプの製作・実験を行い，その結果

を施工にフィーノドバックしている．

5．管理

当建物は研究所という性格上，施設内容が研究開発

の内容により，刻一刻変化するという宿命を持ってい

る．そのような変化に対して，管理体制も変えていく

必要がある．中央監視システムにおいては，ハード．

ソフト共に追加変更の対応がなされているが，研究所

施設を管理されている東和興産・日本IBMの方々の

きめ細かい対応も忘れてはならない．そのような管理

が1次エネルギー消費量で約30％の削減という好結果

につながっていると思われる．

6．おわりに

最近のオフィスビルにおいては．インテリジェント

機能やアメニティの追求など，従来見られなかった機

能・環境が要求されており，それに伴い，エネルギー

消費量も増加の一途にある．建築の省エネルギーは，

もはや当たり前という状況ではあるが，これら時代の

新しい要求に対応した省エネルギー技術が求められる

だろう．このような意味で，当建物が1つの参考とな

れば幸いと考えている．

（参考）当報告における消費エネルギーの実績値は，

1987年9月から1988年8月までの1年間の実

績に基づき解析したものである．
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